
『

ｒ
ｎ
Ｊ
Ｒ
ｙ

No8491993年(平成5年）

3．1⑥
我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-1I我孫子市我孫子18，58巻0471（85）1111

』

章憲③市民
。

わたくしたちは、利根川と手迩沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
ら段t淫底淵醐散化都市をめ空亜匙壊蝉
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憩草を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め理かなあびこにします
みんなで8舌しあいきまりを守り明るいあびこにします
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私
達
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
何
げ
な
く
接
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
木
々
の
緑
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
緑
は
、
私
た
ち
の
心
を
い
や
し
、
ま
ち
を
彩
り
、
大
気
を
き
れ
い
に
す
る
な
ど
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
れ
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
緑

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
残
さ
れ
て
い
る
緑
を
保
全
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
私
た

ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
で
は
、
「
緑
の
基
金
」
や
「
保
存
緑
地
の
指
定
」

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

あ
び
こ
の
く
の
田
畑
寡
莫
わ
れ
ま
し
た
。
慧
襄
の
鑿
に
よ
っ
て
、
宅

手
蛍
沼
や
利
根
川
方
面
か
ら
我
地
や
施
設
用
地
と
し
て
造
成
す
る

緑
は
今

孫
子
市
を
見
る
と
、
台
地
の
斜
面
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
い
た
る

我
孫
子
市
は
、
利
根
川
と
手
賀
は
林
に
お
お
わ
れ
て
緑
豊
か
な
イ
と
こ
ろ
で
分
断
さ
れ
る
恐
れ
が
で

沼
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
メ
ー
ジ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
て
き
て
い
ま
す
。

で
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
斜
面
林
は
、
本
市
の
樹
林
地
の

緑
は

艇
耕
地
や
屋
吸
林
な
ど
緑
の
遺
産
約
和
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る

生
命
の
源

が
た
く
ざ
ん
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
の
で
す
。

し
か
し
、
昭
和
知
年
代
か
ら
釦
し
か
し
、
空
か
ら
眺
め
る
と
、
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
接
し
て

年
代
初
頭
に
か
け
て
の
市
内
全
域
こ
の
緑
は
細
い
帯
状
で
奥
行
き
が
い
る
緑
。
｝
易
緑
に
つ
い
て
少
し

に
わ
た
る
都
市
開
発
に
よ
り
、
多
な
ど
一
と
〆
ま
つ
き
り
わ
か
り
ま
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

医
手
賀
沼
か
ら
見
た
斜

面
林
。
市
内
の
樹
林
地

の
約
沁
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
る
斜
面
林
は
、
緑

豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
。

▲
空
か
ら
見
た
我
孫
子

地
区
。
市
街
地
に
は
緑

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
斜

面
林
も
帯
状
で
奥
行
き

が
な
い
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
。
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一

市
内
の
樹
林
地
は
、
市
の
面
積
の
約
５
パ
ー
セ
ン
ト
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な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
。
緑
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
緑
色
植
物
陸
光
合
成
を
行
う

る
も
の
の
、
実
際
に
は
市
内
の
樹
過
程
で
酸
素
を
発
生
し
ま
す
。
そ

林
地
は
市
の
面
識
の
約
５
パ
ー
セ
の
酸
素
を
吸
っ
て
生
き
て
い
る
の

ン
ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
が
私
達
人
間
を
含
め
た
地
球
上
の

本
市
の
緑
の
特
色
で
あ
る
斜
面
林
動
物
で
玄
ま
た
、
植
物
は
、
光

も
、
近
年
の
土
地
の
高
度
利
用
や
二
酸
化
炭
素
、
水
を
吸
収
し
葉
緑

市
で
は
、
良
好
な
自
然
環
境
を
に
「
我
孫
子
市
緑
の
基
金
」
を
設
化
推
進
が
と
て
も
重
要
で
す
。

保
全
し
、
緑
と
市
民
生
活
の
調
和
冠
し
ま
し
た
。

市
費
、
市
民
、
団
体
、
企
業
な

を
推
進
す
る
た
め
に
、
昭
和
印
年
緑
と
水
と
生
物
た
ち
に
囲
ま
れ
ど
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
祇
み
立
て

ら
れ
た
基
金
は
、
市
内
に
残
さ
れ

い

５
４
５

’ ’鋸
⑨
琶
金
に
ご
協
力
壱

こ
の

』

は
減
少
中

た
く
ら
し
の
中
で
、
身
近
に
自
然

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
公
園

や
緑
地
の
整
備
と
と
も
に
、
市
街

地
の
多
く
を
占
め
る
民
有
地
の
緑

体
の
働
き
で
自
分
の
成
長
に
必

要
な
養
分
を
作
り
出
し
ま
す
。
し

か
し
、
動
物
は
、
何
か
を
食
べ
な

け
れ
ば
生
き
て
行
け
ま
せ
ん
。
自

分
で
養
分
を
作
り
出
す
植
物
が
あ

っ
て
、
そ
れ
を
食
べ
る
昆
虫
が
い

る
。
そ
の
昆
虫
や
木
の
実
、
草
の

葉
を
食
べ
る
小
動
物
、
さ
ら
に
、

肉
食
動
物
が
そ
の
小
動
物
を
食
べ
、

肉
食
動
物
の
死
体
が
土
の
中
の
小

さ
な
土
壊
動
物
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
微
生
物
に
よ
っ
て
分
解

さ
れ
た
も
の
が
、
植
物
の
栄
養
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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良
好
な
自
然
職
境
を
有
す
る
緑

ソ
ト
ー
地
を
鑿
す
る
と
と
も
に
籍
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一

自
然
界
は
、
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
定
の
基
準
を
満
た
す
緑
地
及
び
樹

と
っ
て
機
能
し
て
い
る
の
で
す
。
木
を
保
存
緑
地
、
保
存
櫛
木
と
し

こ
こ
で
植
物
が
な
く
な
る
と
ど
て
昭
和
唖
年
か
ら
指
定
し
て
い
ま

う
な
る
か
。
答
え
は
明
白
で
す
。
す
。

酸
素
が
な
く
な
り
、
食
べ
物
も
な
○
”
年
１
月
１
日
現
在
の
指
定

く
な
り
、
動
物
た
ち
は
、
生
き
て
●
保
存
緑
地
約
詔
・
３
鯵

い
け
な
く
な
り
ま
す
。
●
保
存
樹
木
２
７
４
本

震
、
丈
て
の
箒
に
な
く
古
木
。

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

銘
木
を
保
存

一
度
失
っ
た
緑
を
回
復
す
る
こ
と

は
『
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
既
存
蛍
重
な
緑
査
源
で
、
市
内
に
あ

の
緑
を
で
き
る
限
り
計
画
的
に
保
る
文
化
財
的
な
古
木
・
銘
木
を
、

全
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
家
の
建
て
替
え
等
に
よ
る
伐
採
か

市
で
は
、
公
園
の
整
備
や
緑
の
ら
守
る
た
め
、
公
共
用
地
へ
移
植

基
金
（
左
上
参
照
房
ほ
か
に
、
次
し
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
育

の
よ
う
な
緑
を
保
存
す
る
事
業
を
成
し
て
い
き
ま
す
。
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３
月
５
日
（
金
）
、
白
山
中
学
一

１
ト
ー
で
校
給
食
調
理
場
の
竣
工
式
が
、
一
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一
報
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肋
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‐
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行
っ
て
い
ま
す
。

保
存
緑
地
。

保
存
樹
木
を
指
定

と
り
方
を
学
び
、
自
ら
健
一

康
管
理
の
で
き
る
人
間
性
一

豊
か
な
市
民
に
成
長
す
る
一

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
一

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
一

な
お
、
実
施
に
あ
た
つ
一

て
は
、
①
中
学
生
の
食
生
一

活
の
特
性
を
ふ
ま
え
②
ふ
一

れ
あ
い
を
大
切
に
し
③
食
一

生
活
を
考
え
る
食
事
を
基
一

本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
一
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自主防災細織を
結成しませんか

1

W

'’

結成時に資器材を助成
辻

市
内
の
自
治
会
や
町
会
も
、
ま

も
な
く
新
年
度
を
む
か
え
、
各
地

区
で
総
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
自
治
会
や
町
会
の

み
な
さ
ん
に
防
災
組
繩
づ
く
り
の

提
案
を
し
ま
す
。

地
震
や
台
風
な
ど
で
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
生
命
や
財
産
を
守

1

‐
い
‐
‐
１
１
１
１
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■
ロ
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る
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市

や
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活
動

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
自
治
会
や

町
会
な
ど
を
母
体
に
、
自
主
防
災

組
織
づ
く
り
を
す
す
め
て
お
り
、

既
に
堰
団
体
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
か
ら
災
害
に
備
え
る
た

め
に
、
避
難
路
避
難
場
所
危
険

な
個
所
の
点
検
な
ど
が
主
な
防
災

組
織
の
役
割
で
す
。

な
か
に
は
、
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
、
速
や
か
に
対
策
が
立
て

ら
れ
る
よ
う
、
自
主
的
な
防
災
訓

練
を
毎
年
行
っ
て
い
る
活
発
な
防

災
組
織
も
あ
り
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
１
つ
の
自
治
会
．

町
会
に
は
１
つ
の
防
災
組
織
が
あ

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
で
自

主
防
災
組
織
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

に
あ
た
っ
て
は
、
活
動
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
変
器
材
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
助
成
す
る
黄
器
材

は
加
万
円
以
内
で
、
消
火
器
、
テ

ン
ト
な
ど
多
様
に
選
べ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
防

災
係

今
回
の
く
ら
し
の
移
動
セ
ミ
ナ

ー
は
、
消
蛮
者
相
談
や
商
品
テ
ス

ト
等
で
お
な
じ
み
の
県
消
強
者
セ

ン
タ
ー
と
ビ
ー
ル
工
場
の
見
学
で

す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種

の
検
査
機
器
の
説
明
等
の
ほ
か
、

移
動
生
活
教
室
も
開
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ー
ル
工
場
で
は
、
季

節
を
問
わ
ず
に
飲
ま
れ
て
い
る
ビ

ー
ル
が
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
る
か
を
見
学
。

春
休
み
中
で
す
。
小
・
中
学
生

の
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
３
月
沁
日
（
金
）
午
前
８

時
、
分
か
ら
午
後
５
時

▼
集
合
場
所
市
民
会
館
駐
車
場

▼
見
学
場
所
県
消
費
者
セ
ン
タ

募集、

く
ら
し
の
移
動

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

「
さ
わ
や
か
〈
ｌ
卜
ち
ぱ
ク
ル

ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
県
教
育
委
員
会
で
は

県
の
次
代
を
担
う
青
年
リ
ー
ダ
ー

を
、
中
華
人
民
共
和
国
に
派
遣
し

ま
す
。
船
上
や
派
遣
先
で
の
各
種

研
修
・
交
流
を
と
お
し
て
国
際
性

豊
か
な
人
材
の
育
成
、
日
中
友
好

親
善
の
推
進
、
お
よ
び
指
導
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
程
、
月
皿
日
（
木
）
か
ら
、

月
詔
日
（
土
）
ま
で
（
８
月
１
日

幻
日
か
ら
調
日
、
ｎ
月
墾
日
に
事

前
・
事
後
研
修
等
が
あ
り
ま
す
）

▼
派
遺
先
中
華
人
民
共
和
国
（
上

海
・
杭
州
）

▼
参
加
資
格
県
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
者
で
次
の
ア
、
イ
、
ウ
の
す

べ
て
の
条
件
に
該
当
し
、
将
来
、

県
内
各
界
の
指
導
者
と
し
て
活
動

で
き
る
方

ｌ
、
ビ
ー
ル
工
場
（
い
ず
れ
も
船

橋
市
）

▼
参
加
蜜
無
料

▼
講
座
移
動
生
活
教
室
「
じ
ょ

う
ず
な
お
買
い
物
」
誰
師
柳

一
川
と
く
子
氏
（
県
消
饗
生
活
指
導

》
加
者
悪
蓉
躍
に
も
分
か
り
や

▼
募
集
定
員
別
名
（
先
蒲
腫

一
場
（
い
ず
れ
も
船
▼
持
参
昼
食

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
近

雑
料
話
で
市
民
生
活
課
査
（
蓮
１
１
１

型
生
活
教
室
「
じ
ょ
１
内
線
３
２
９
へ

さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば

ク
ル
ー
ズ
セ
ミ
ナ
！

参
加
者

“
ハ
ー
ト
ち
ぱ
ク
ル
ア
、
原
則
と
し
て
昭
和
調
年
４

‐
」
に
参
加
し
て
み
月
１
日
か
ら
昭
和
妃
年
、
月
皿

率
教
育
委
員
会
で
は
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

程
う
青
年
リ
ー
ダ
ー
イ
、
研
修
後
３
か
月
以
内
に
、

塁
〈
和
国
に
派
遣
し
地
域
、
職
場
、
学
校
等
に
お
い

》
派
遣
先
で
の
各
種
て
、
報
告
会
や
体
験
記
の
広
報

琶
と
お
し
て
国
際
性
紙
掲
載
等
、
研
修
の
成
果
を
社

哩
育
成
、
日
中
友
好
会
還
元
す
る
機
会
が
応
募
時
点

お
よ
び
指
導
力
の
で
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

』
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
ウ
、
国
・
地
方
公
共
団
体
や
関

連
す
る
機
関
の
団
体
の
主
催
に

■
。
ｖ

甸
陞
日
（
木
）
か
ら
皿
よ
る
同
種
の
事
業
に
参
加
経
験

腰一一画←雫一一霞一一．一幸感季今一－一．幸琴、や季や一琴壷争垂．今←●一幸今今今圭=←●零毛

’
見
発
表
会
で
、
田
村
秀
信
消
防
見
を
発
表
す
る
場
と
し
て
毎
年
行
ら
「
消
火
活
動
と
同
じ
よ
う
に

士
（
西
消
防
署
勤
務
）
が
最
優
な
わ
れ
、
消
防
業
務
の
向
上
に
大
防
火
の
意
鍬
を
高
め
る
広
報
活

秀
武
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
変
役
立
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
動
も
重
要
」
と
意
見
を
述
べ
、

蝦
優
秀
徴
に
輝
き
ま
し
た
。

…
》
蕊
蕊
譜

轡
Ａ
噂
Ｙ
凸
Ｘ
馨
函
？
Ａ
Ｖ
Ａ
▽
凸
Ｙ
６
Ｉ
■
Ｘ
馳
瓜
も
Ｊ
Ｖ
甜
甘
’
凶
。
Ⅲ
骨
凶
鳳
凰
轡
ｒ
心
Ⅱ
ひ
Ｙ
ひ
ｘ
⑯
鴫
・
Ｉ
響
凶
卿
Ｉ
栂
Ⅲ
轡
瓜
Ｄ
Ｙ
ａ
Ｙ
’
１
０
噸
０
Ｖ
’
§
’

わ
れ
た
第
誕
回
県
消
防
職
員
意
防
士
た
ち
が
体
験
に
基
づ
い
た
意
で
防
げ
る
火
災
が
多
い
こ
と
か
一

最
優
秀
賞
に
輝
く
一
職
撫
蝿
糊
綱
一

田
村
消
防
士
が

２
月
型
日
永
）
東
金
市
で
行
こ
の
意
見
発
表
会
は
、
若
い
消
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
》

を
ふ
る
い
ま
し
た
。

》
↑

第
糾
回
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
一

田
村
消
防
士
は
、
日
常
業
務
》

;P弓；

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

登
録
（
変
更
）
は
正
し
く

行
い
ま
し
ょ
う

1

Ⅱ

中
．
。
Ｔ
且
万
上
下
上
丁
旦
で
企
Ｔ
Ｑ
Ｔ
Ａ
ｖ
且
Ｔ
０
Ｔ
Ａ
Ｔ
上
ｖ
Ｑ
Ｔ
ｉ
Ｔ
Ａ
ｖ
０
Ｔ
§
ず
Ｑ
Ｔ
０
γ
Ａ
Ｔ
且
下
見
無

今
ｊ
ｒ
ｌ
全
呼

▲最優秀賞を手にした田村消防士

は
そ
の
意
見
の
内
容
や
発
表

態
度
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
。

今
後
、
職
員
の
励
み
に
な
れ
ば
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
消
防
士
は
４
月
準

日
（
木
）
に
行
わ
れ
る
関
東
支
部
一

大
会
（
千
葉
市
）
に
出
場
。
活
蹴
一

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一

Ｘ
４
面
Ｉ
凸
鍾
Ｉ
凸
頁
Ｉ
ａ
Ｕ
１
ｆ
Ｙ
必
で
入
Ｆ
１
６
″
△
序
１
９
９
心
ｖ
八
勺
日
上
守
１
＆
▼
》

都
市
計
画
法
の
規
定
に

よ
り
地
区
計
画
変
更
案
を

次
の
と
お
り
縦
臆
し
ま
す
。

▼
地
区
計
画
の
名
称
つ

く
し
野
西
地
区
地
区
計
画

▼
地
区
計
画
を
定
め
る
地

域
つ
く
し
野
５
丁
目
６

番
か
ら
廻
番
ま
で

▼
縦
覧
期
間
３
月
訓
日

（
火
）
ま
で

▼
縦
覧
場
所
。
問
い
合
わ

せ
都
市
計
画
課

配
所÷=今 今 一 一 ● ÷ 一 ←÷ ÷ 今 今 一 ÷一 ÷ 一 一詞一 ÷ ÷ ÷ 一 9F や辛辛幸封陣到bqb罐 :“ :悔弓トヨ闇…剣：

や

■
Ⅱ
■
■
８
０
０
Ⅱ
■
■
８
０
８
８
１
０
口
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐

’
多目i的広場沼

市議会定例会日程表
平成5年第1回市議会定例会は、3

月9日(火)に開会されました。3月16

日以降の日程は次のとおりです。

◎3月1；6日(火)、17日（水）市政に対

する一般衝問

◎3月18日（木）総務企画常任委員会、

環境経済常任委員会

◎3月119日（金）文教民生常任委員会、

都市建設常任委員会

◎3月22日(月)、23日(火)、24日（水）

予算審査特別委員会

◎3月25日（木）我孫子駅貨物線跡地

問題対策特別委員会、議会運営委員会

委員長報告、討論、採決、閉会

伝問い合わせ市議会事務局

つくし野西地区地区計画案を縦覧
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「
笑
い
の
芸
術
、
言
葉
の
芸
術
で

す
ね
』
と
開
口
一
番
。
日
本
の
古
典

芸
能
葦
能
楽
（
魎
狂
雷
方
大
蔵
流

を
演
じ
る
の
が
宮
本
昇
さ
ん
。

も
と
も
と
狂
言
は
、
対
話
劇
と

し
て
能
と
能
の
間
に
人
間
の
弱
点

や
喜
怒
哀
楽
を
感
情
で
表
現
。
能

は
、
歌
舞
劇
で
幽
玄
と
か
夢
玄
の

美
を
芸
術
的
に
表
現
す
る
も
の
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

流
儀
は
、
大
職
流
と
和
泉
流
が

あ
り
《
近
年
狂
雷
は
、
能
の
随
伴
者

で
な
く
、
独
立
し
た
芸
能
と
し
て
、

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
る
。

中
学
・
高
校
時
代
は
好
き
な
野

球
に
没
頭
。
プ
ロ
野
球
選
手
を
夢

見
た
が
、
力
の
差
を
感
じ
て
断
念
。

大
学
に
入
る
と
、
奇
想
天
外
な

狂
・
ざ
研
究
会
に
入
会
し
た
。
初
め

鯵診〃mE室岩倉コ
ト手吟煉n万、

ｊ
丙
＆

我
孫
子
市
は
石
け
ん
利
用
推
進

の
ま
ち
で
す
。
石
け
ん
は
、
体
に

も
や
さ
し
く
、
ま
た
、
微
生
物
に

よ
る
分
解
性
に
も
艇
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
く
ら
し
の
ミ
ニ
百
科
は
『

洗
た
く
用
粉
石
け
ん
の
上
手
な
使

い
方
と
石
け
ん
製
品
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

◎
洗
た
く
を
す
る
と
き

①
洗
た
く
を
す
る
前
に
粉
石
け
ん

を
正
し
く
計
り
ま
す
。
目
安
は
、

水
鋤
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
、
粉
石
け

ん
鋤
グ
ラ
ム
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
洗
た
く
は
お
風
呂
の
残
り
湯
な

ど
を
利
用
し
、
よ
く
溶
か
し
て
か

ら
洗
た
く
物
を
入
れ
ま
す
。
粉
石

け
ん
は
他
の
洗
剤
に
比
べ
、
洗
浄

力
に
優
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
温

で
の
洗
浄
が
効
果
的
で
す
。

③
洗
う
時
間
は
、
５
～
、
分
位
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

④
洗
っ
た
ら
す
ぐ
に
脱
水
し
、
す

す
ぎ
は
、
た
め
す
す
ぎ
で
３
分
間
、

更
に
脱
水
し
て
も
う
１
度
た
め
す

’ 餌
人
心

｣li･
F

’
鯛ｿKご！
、｜

L～GJI
●

一
一

－
型

三

す
ぎ
を
３
分
間
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
洗
い
終
わ
っ
た
ら
脱
水
し
、
す

ぐ
に
干
し
ま
し
ょ
う
。

粉
石
け
ん
は
工
夫
し
だ
い
で
ど

ん
な
汚
れ
も
お
と
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
台
所
や
食
器
換
気
扇
の

油
汚
れ
、
風
呂
場
、
ト
イ
レ
の
柵

除
、
洗
車
等
に
も
目
を
み
は
る
ほ

ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◎
石
け
ん
製
品
の
利
用
に
つ
い
て

石
け
ん
製
品
に
は
洗
た
く
用
粉

石
け
ん
の
ほ
か
に
、
歯
み
が
き
用

石
け
ん
ハ
ミ
ガ
キ
、
洗
髪
用
石
け

ん
シ
ャ
ン
プ
ー
と
リ
ン
ス
、
台
所

用
石
け
ん
や
ク
リ
ー
ム
ク
レ
ン
ザ

ー
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

体
に
も
や
さ
し
く
、
ま
た
環
境
な

ど
へ
の
影
響
が
少
な
く
安
心
し
て

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
石
け
ん
製
品
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
石
け
ん
利

用
推
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希

望
の
方
に
差
し
あ
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

4
皇

可

h

一一▲

日本の古典芸能に魅せられ能楽師

(狂言方大蔵流)の修業を積む
みやもとのぼる

富本昇さん
（中峠）

繰
り
返
す
。
「
毎
日
が
練
習
、

休
日
は
近
く
の
利
根
川
く
り
に

行
き
、
発
声
練
習
は
か
か
さ
な

溌
蕊
》
蕊
謹

面
箱
持
を
勤
め
た
。

「
ま
だ
ま
だ
半
人
前
、
お
勤
め

料
を
頂
く
身
で
す
が
、
一
生
停

年
が
な
い
世
界
、
そ
れ
だ
け
自

分
の
努
力
で
自
分
を
磨
け
る
世

界
』
と
キ
ッ
パ
リ
。
塑
歳
。

▼募集講座一覧

憂
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

楽
し
く
学
べ
る
講
座
を
開
設
し
ま

す
。

新
し
い
自
分
の
発
見
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■

胞
力
力
さ
な

蕊
蕊

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
０
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

▼
対
象
市
内
在
住
の
方
（
年
齢
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
定
員
各
講
座
加
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
誹
座
名
（
学
習
教
室

士
．
▲
■
団
ｒ
寸
０
側
し
》

講
座
生

｜
「
ｈ
ｒ
（

亀

河
『
，
〃

。

と
④
は
各
鋤
名
（
す
べ
て
先
着
順
）

▼
資
用
①
と
②
は
３
０
０
０
円

③
と
④
は
８
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
お
よ
び
査
料
代
）

▼
講
座
資
料
等
の
請
求
。
問
い
合

わ
せ
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
２
７
０

１
ｍ
流
山
市
駒
木
４
７
４
江
戸
川

大
学
公
開
錨
座
委
員
会
事
務
局
壷

（
顕
）
０
６
６
１
へ

く
さ
ぼ
け

草
木
瓜
の
咲
き
て
昔
の
野
ぞ
見

ゆ
る

びこあ／－， ､一、1

’

学
童
保
育
連
絡
協
識
会
で
は
、

児
童
お
よ
び
学
童
保
育
室
指
導
頁

を
募
集
し
ま
す
。

表1市内学童保育室一覧

大
槻
九
合
草

春
に
な
る
と
、
日
当
た
り
の
よ

い
山
野
で
、
赤
い
花
を
つ
け
た
ク

サ
ボ
ケ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ク
サ
ボ
ケ
は
日
本
特
産
の
落
葉

性
小
低
木
で
、
ボ
ケ
に
似
て
い
る

が
丈
が
低
く
、
草
の
中
に
ま
ぎ
れ

て
咲
く
の
で
草
木
瓜
の
名
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。

幹
に
は
と
げ
状
の
小
枝
が
あ
り
、

学童保胄室
クサボケ ▲

ａ
、
『

児童・指導員募集 (ばら科） 、
。
〃
０
Ｐ
凸

ｒ

表2学童保育室指導員

零

学
習
教
室

平成5年4月から6年3月まで（8月は休講）

毎
週
午
後
水
・
土
暇
日

５
時
～
７
時

算
数
、
生
活
指
導
な
ど
一

人
ひ
と
り
の
力
を
伸
ば
す

多

小
学
新
４
年
生
が

対
象
で
す

一一一＝

月額4000円

（
敦材賀等
は別途 ）

渋谷ビル

(本町3丁目）

油
絵
教
室

前1
9．

時3
50火
分剛
1日

正
午

ス
ケ
ッ
チ
等
基
本
か
ら
汕

絵
の
か
け
る
ま
で

月額

3000円

井手口

ホール

第
１
．
３
金
蝿
日

午
後
１
時
鋤
分
Ｉ
３
時
鋤
分

番
迩
の
初
歩
か
ら

月額1500円

(教材班等は別途、3回の分納）

我孫子第一小

学校開放室

番
逆
教
室

手
あ
み
敦
室

第
２
．
４
木
珊
日

午
後
１
時
訓
分
～
３
時
訓
分

小
物
か
ら
ベ
ス
ト
・
セ
ー

タ
ー
ま
で

第
１
．
３
金
暇
日

午
後
１
時
鋤
分
１
３
時
訓
分

俳
句
の
初
歩
か
ら

寿市民センター

（
場所が硴保され

た掛合に限る ）

俳
句

教
室

第
１
．
３
月
暇
日

午
後
１
時
訓
分
～
３
時
釦
分

水
盤
の
基
本
か
ら
作
品
の

裳
打
ち
ま
で

絵
教
室

購
座
名

期
間

日
時

内
容

受
識
料

場
所

請求はお済みですか
◎戦後強制抑留者の皆さんへ

戦後、旧ソ連邦またはモンゴル国の地

域に強制抑留された方、またはそのご遺

族に、内閣総理大臣名の慰労品（書状・

銀杯）を贈呈しています。このうち、恩

給や共済年金などを受給されていない方

には、併せて慰労金10万円が支給されま

す。請求期限は平成5年3月31日となっ

ていますので、お早めご離球ください。

シ問い合わせ平和祈念事業特別基金・

事務第2課壷03（3945）4703．
4707

◎恩給欠格者の皆さんへ

恩給欠格者の方で、外地等に勤務した

経験を有し、加算年を含めた在職年が3

年以上で請求時に日本国籍を有する方に

は内閣総理大臣名の書状を、さらに、70

歳以上の方には高齢者の順に併せて銀杯

を贈呈しております。

なお、この事業には対象とならない方

もおります。ご注意ください。

し問iい合わせ平和祈念事業特別基金・

業務第1課壷03（3945）4704

学醗保育室名

どんぐり,クラブ

おおぞらクラブ

たけのこクラブ

ひまわI）クラブ

ひばりクラブ

たんぽぽクラブ

はやぶさクラブ

あすなるクラブ

つばめクラブ

ひかりクラブ

勉繍番号

88-0195

84-1710

87-2474

85-1295

8歩8030

89割364

83－2491

84ー9831

84-5779

88-7544

対象小学校

湖北台西・東小

第一・第四小

湖北小

根戸小

第 二 小

布佐・布佐南小

並木小

第三小

商野山小

新木小

学癒保育室名

はやぶさクラブ

蹴話鈴号

83翅491

対象小雅校

並木小
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’鱸硬式ﾃﾆｽ講習会参加者
少日程3月28日から毎週円曜日

午前9時から11時(全5回）

し対象市内在住の高校生以上

〃定員50名(応募多数は抽選）

し参加費2000円

似申し込み3月21日(日)午前9

時から9時30分湖北台中央公園内

テニスコートで受付(雨天実施）

惨問い合わせ我孫子市硬式テニ

スクラブ北村壷(88)2977、古川壷

(83)4945

回
埼
…
鼻
上
げ ）

‐

湖北台若竹剣友会会員
園国圓国し対象幼稚園年長児から小学生

医練習日毎週日曜日午前9時30

分から11時30分

惨会場湖北台西小学校体育館 我孫子都市計画道跨（手賀沼公

シ会費入会費3000円、前・後期園久寺家線)の事業計画の変更(事

各3000円業期間を平成6年度まで延伸)が、

歩入会3月21日(日)から練習会認可となりましたので関係図書を
『

I ⑳⑤⑭包圖
場で受け付け縦覧します。

似問い合わせ瀬崎云(84)9916、し縦覧期間平成7年3月31日まで

金田壷(87)1786し縦覧場所・問い合わせ道路課▼社会福祉事業基金にと朝日観光

街路係株式会社東我孫子カントリークラ

ブ様からチャリティーゴルフ大会

の収益金21万2630円、下ケ戸アイし日程4月から毎月第2火曜日
■

午前10時から午後1時(先着24名）

.

柏児童相談所では、学校へ行けアン会様から2万円の寄付があり

回国国回
惨場所天王台北近隣センターない中学生を対象にグループ指導ましだ。

(場所が確保された場合に限る）を行っています。▼市民の方(匿名)から緑の墓金に
」

し日時3月28日(日)午前9時布し会蜜1万6500円(材料費含む）し日時毎週金曜日午前10時からと10万円の寄付がありました。

’ 佐駅改札口集合(雨天決行）似申し込み．問い合わせ往復ハ午後3時▼福祉のためにと社会福祉協議会

戸上映映画鳥たちの戦争3丁

目物語

し入場料前売り600円、当日売

り700円(3歳以_上大人まで同額）

し前売り券販売所市内幼児教室、

学童保育室、市民会館内売店ひろ

がり、平賀塞店､アップル､伊勢文

具店、石川舂光堂、岡田屋文具店

し上映日程

し費用無料(昼食は持参）ありましだ。

陰場所・問い合わせ千葉県柏児▼市民の方(匿名、泉)から手をつ

シ練習日5月から毎週土曜日、童相談所（柏市根戸445の12）壷なぐ親の会にと1万円の寄付があ、

▲
午後1時から3時（先着40名）（31)7175りました。

▼西州申一様(天王台)から社会福

祉協議会にとおもちゃの寄贈があ

I

r

し内容香取神社の森、水神山古伝内容ボール、縄などを使った

墳などを散策し、正午解散リズミカルな体操や柔軟体操など

し参加愛無料(小雨決行）伝会費月2000円

少問い合わせ田宮査(84)6734シ申し込み・問い合わせ3月28

’ りましだ。

鰯
日までに電話で青野壷(88)2372へ

’
◎古利根沼クリーン作戦

惨日時4月4日(日)午前10時我

湖排水路広場集合（雨天中止）

し持参ゴム手袋、長靴

傍問い合わせ鈴木霊(88)7109

．古利根沼自然ウオッチング

レ白時4月18日(日)雨天決行

し持参筆記具、長靴

伝集合午前9時湖北駅改札□、

午前9時30分我湖排水路広場

ら問い合わせ土子云(87)2341

(夜間のみ）

’し日時3月31巳(水)午前10時か
ら午後3;時

シ場所天王台北近隣センター

し内容障害児、健常児が共に楽
しめる布の遊冥づくり

し参加蜜400円(昼食代）

し申し込み・問い合わせ3月25

日(木)までに電話で社会福祉協議

会念〔84)1539へ

t

｝

ア

卜
9
司

シ申し込み・問い合わせ米山壷

鵬(84)5753

’ シ学習日4月10日から毎月第2

･4土曜日(午後1時30分～4時） 守･雫0％
●●●●

；
●◆●●
●旬●●
｡●●●
●Ce●

f識：
伝日時3月21日(日)午後1時か

ら3時（入場無料）

し場所・問い合わせ手賀沼親水

広場詮(84)0555

少場所主に市民会館会議室惨対象中学1年生からS年生

我孫子市吟詠連盟
市民詩吟教室生

I
法律相談は4月6日

1

から予約制になります
弁護士による無料法律相談

(民事全般)は、4月から申し

込み方法や相談時間などが、

次のとおり変更になります。

お気軽にご利用ください。

し申し込み方法相談日の前

週の水曜日から受け付けしま

す（電話での予約も可）

惨相談時間毎週火曜日午前

9時30分から午後3時30分で

1人20分以内（相談内容は事

前に整理しておいてください）

し申し込み・問い合わせ広

報広聴課市民相談係壷(85)11

11内線311

す
1■■

』
や
が
角

や
ん

’

平成5年3月1日現在＊世帯数40,564世帯
人口122,933人男61,684人女61,249人
●市役所本庁85-11110市民四審館本館84-1110
●つくし野支所84-8801湖北台分館87-3055

○湖北台支所88－0828布佐分館89-1311

●湖北支所88-2111移動図塞館87-0909

●布佐支所89-2358○都市改造事務所85-1171
●教育委員会85-1151○身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111○あらき園88-4188
O消防暑84-0119●つつじ荘88-0123
C少年センター84-1900○西部福祉センター85-5818

○保健センター87－↑131○生活環境課(浄化槽）87-2379
○市民会館84-3311（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
○公民館中央82-05150近隣センター布佐南89-3740

湖北地区88-4433天王台北82-9988根戸83-5363

●鳥の博物館85-2212

1･市民体育館87-1155
○市民センター寿83-7722湖北
台88-9927布佐89-1193

都市計画道路事業
計画変更の縦覧

季節の家庭料理
講習会参加者（全10回）

柏児菫相談所から

我孫子の文化を守る会
史跡・文学散歩

春の親子映画会

湖北新体操クラブ員

ふれあい手賀沼の会
早春の高野山を歩こう

日曜当番医･1週間の行事

テレホンサービス恋(85)1312
月日

3月20日観）

3月27日(土）

3月28日(日）

場所

市民会館

天王台北
近隣センター

湖北地区公民館

時間

第1回目
午前1鵬

トー8画”

16火

17水

18木

19金

Z⑪①

Zle

22月

25火

24水

25木

20金

27土

Z8e

29月

30火

ろ1水

〃法律相談＝市民相談室9時から先着10名程度
．つつじ荘休館
画･西部福祉センター休館

－消痩生活相磯＝市民相談室10:00～15:00

‘宝健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

〔ﾖ税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
画酒害相談＝保健センター13:30～15:00

童休日当番屋＝テ

ー休日蝿歯科診爵日＝
‘毒市民図書館・つ

レホンサービス〃少年の日

休日劇急歯科診銅(而民会箆内)9:冊~11:3O
つじ荘・西部福祉センター休館

豆日曜当番医＝テレホンサービス

‘童休日鱸歯科識日=休日源歯科謝所価民会館内)9:Ⅱ~1
－結婚相淡＝寿市民センター10:00～14:00画

〃心配ごと相談＝布佐支所9:00～15:00
壷市民図書館休館軍馬の博物館休館

．つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9時から先着10名程度
画馬の博物館休館

、消費生活相駿＝市民相談室10:00～15:00
〃アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～16:00

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
〃水道料金納入期限＝預金口座塘蓄円

‐市役所閉庁(－部の施設は除く）

豆日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日鱸歯科診頂日=休日源歯科診臓所(市民会館内)9:Ⅱ~11:30

・心配ごと相談＝
〃市民図塞館休館

寿市民センター9:00～15:00
画市民体育館休館

彦臓の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9時から先着10名程度
・つつじ荘休館

画西部福祉センター休館

壷消費生活相駿＝市民相談室10:00～15:00
・国民年金保険料納期限＝口座振替日

I

庭の日

】

ル

あ びこ児童合唱団
『すみれのコンサート」

太極拳サークル生

古利根沼クリーン作戦
と自然ウオッチング

と
一
ロ

花巻すし講習会

健康体操会員

おもちゃ図書館
ボランティア研修会

久遠苑介護教室生
我孫子ﾖー ガｸﾗブ会員

ｼﾙｸﾛードｻーｸﾉ絵員
手賀沼親水広場
｢童謡コンサート』｢切り絵展』

我孫子リトルシニア
リーグ（硬式野球）部員




